
注射する部位

青い安全キャップを外す
③安全キャップを外す

オレンジ色のニードルカバーを下に向け、利き手で持つ
②しっかり握る

“グー”で握る！ 

介助者がいる場合

それぞれの動作を
声に出し、

確認しながら行う！

エピペン®を太ももから離しオレンジ色のニードル
カバーが伸びているか確認する

⑤確認する

伸びていない場合は「④に戻る」

介助者は、子供の太ももの付け根と膝を
しっかり押さえ、動かないように固定する

●

衣類の上から、打つことができる
太ももの外側の筋肉に注射する
（真ん中（Ⓐ）よりも外側で、かつ太も
もの付け根と膝の間の部分）

●

●

④太ももに注射する
太ももの外側に、エピペン®の先端(オレンジ色の部
分)を軽くあて、“カチッ”と音がするまで強く押しあて
そのまま5つ数える
注射した後すぐに抜かない！
押しつけたまま5つ数える！

投与部分に重なる
ポケットの中を確認

軽く押しあてた状態
から、押しつける

投与前に必ず子ども
に声をかける

エピペン®の使い方
ケースのカバーキャップを開けエピペン®を取り出す
①ケースから取り出す

トレーナーではなく、
本物であることを確認

※ここを押さえることで、動かないようにしっか
り固定できるだけでなく、押さえている手を、
打つ場所の目印にできる。

打った部位を10秒間、マッサージする
⑥マッサージする

※薬が速やかに吸収され、速く効果が現れるようにするため。
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食物アレルギーとは、食べ物に対して体を守るはずの免疫システムが
過剰に働いて起きる、有害な症状のことをいいます。

じんま疹やかゆみといった軽い症状だけでなく、
時には命に関わる重い症状が出ることもあるため、油断はできません。
この冊子で食物アレルギーについて正しく知って、治療に臨みましょう。

食物アレルギー
って何？

食事療法の
方法は？

学校・保育所
での対応は？

どんな症状が
出るの？

緊急時の
対応は？

ぜんそく予防のために

をを
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